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氷晶 レプ リカの簡単な作成方法

平 松 和 彦 (北 海 道 旭 川 西 高 等 学 校 )

I  は じ
`b:こ氷 晶 (ダ イ ヤモ ン ドダス ト)は 、家庭用冷凍庫や ドライ アイ スを使 った簡 単

な装置 で作成 して、常温 の室 内で観 察す る こ とがで きる。本稿 で は、 この レプ

リカ を作成す るきわめて簡 単な方法 を紹介 し、 これ を顕微鏡 実習 のプ レパ ラー

トと して使用す るこ とが、理科教材 と して有効 で あるこ とを示 したい。

雪結 晶の レプ リカ を作成す る方法 は古 くか ら知 られ てい る。最 も一般 的 なの

は、ポニ ビニル フォル マール を二塩化 エチ レンに溶 か した レプ リカ液 を使用す

る方法 である。 これ に対 して、今 回使 用す るのは、ア ク リル板 とア ク リル用接

着剤 の 2つ だ けで ある。 あ らか じめ溶液 を作 つてお く必要 もない上、危 険度 も
低 いので、子 ども達 で も簡 単 に作成す るこ とがで きる。

Ⅱ 氷 品の作成 と観 察
1)上 面蓋つきの冷凍庫 を使用する場合
これは、博物館 の実験講座 な どで しば しば採用

されている簡単な方法である。

上蓋の付いた 「冷気湖」型 の冷凍庫の中に、ま

ず吐息で水蒸気 を供給 し、そ こに梱包用エアキャ

ップを潰す ことで、断熱膨張を起 こ して簡単に氷

晶を発生 させ ることができる。これ に強い平行光

線 を当てると、キラキラと舞 う氷晶が観察 され る。

2)ド ライアイスを使 つた装置 を使用す る場
発泡スチ ロール製の箱の中央に上半分 を切 り

落 としたペ ッ トボ トル を置 き、 ドライアイスで
囲む と小 さな冷気湖が出来 る。 ここに吐息を吹

き入れ ると氷晶が発生す る。エアキャ ップを潰

して もよいが、 ドライアイスは約 -80℃ なので、
放置 してお くだけで水蒸気 は 自己凝結 して氷晶

となる。

Ⅲ  レプ リカの作成方法
A 材料
①原版   アク リル板 (厚 さ lmm)
②定着液  市販のアク リル用接着剤

(塩 化メチ レン )

B 方法 :ア ク リル板 を切断 して普通のプ レパ ラ
ー トと同 じよ うな大きさに し、② とともに氷

点下で冷却 してお く。続いて氷晶をつ くり、

アク リル用接着剤 を薄 く塗つて、表面を濡 ら

したアク リル板です くい取 り、氷点下の低温

で乾燥 させ る。 (WM方 式 )
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Ⅳ  背 景 とな る原 理 と この 方 法 の 利 点
従 来 、 雪 結 晶 の レプ リカ を作 成 の 際 に使 用

され てきた溶液 では、ポ リビニル フォル マール

をジク ロロエ タン (二 塩 化 エ チ レン)に 溶 か し
た ものが最 もよ く知 られ てい る。 この レプ リカ

液 をス ライ ドガ ラスの上 に取 つた雪結 晶 に滴 下

して乾燥 させ 、結 晶 の 「抜 け殻 」 を観 察す る と

い うのが、 レプ リカ作成 の原理 で ある。 ポ リビ

ニル フォル マール の代 わ りにア ク リル を溶 か し

て も可能 で、 この溶液 とOHPシ ー トで作 る気
象教材 につ いてはす でに論 じた。 (平 松 ,2000)
本稿 で紹介 した方 法 は、雪結 晶の レプ リカ作

成 の際 に、 レプ リカ液 の溶剤 と して使 つていた

ア ク リル 自体 を原版 と して、 ここに塗 つた溶媒

→ ← 1目 盛 りは 10μ m

によつて、ア ク リル板 の表 面がわずか に溶 け出 して 「レプ リカ液 の薄 い皮膜 が

出来 る」 こ とを利 用 してい る。 ここで使 用す る溶媒 の塩 化 メチ レンは、融点が

ジク ロロ平 タンの -35.7℃ に対 して -96.1℃ と低 く、 ドライ アイ ス を使 った装
置で も使 用 で きるのが特徴 であ る。また ジク ロロエ タン と違 つて引火性 が無 い。

有機 溶媒 とはい え、塩化 メチ レンが 「ア ク リル用接 着剤 」 と して一般店舗 で

市販 され てい るの は、比較 的安全 な点 か らで ある。 子 ども達 自身 が行 な う実験

においては、簡 単 に入 手で きる材 料 を使 うこ とは、大切 な要素 の一つであ る。

V ま とめ 口・ ・ 教 育 現 場 で の 活 用
高校 生物 の顕微鏡 実習 では接 眼 ミク ロメー タ と対物 ミク ロメー タを使 用 して、

双方 の 目盛 りを読み取 る こ とで、サ ンプル の大 き さを実測 させ る とい う指導項

目が あ る。本稿 で紹介 した レプ リカは、気象分野 の教材 の一つ と して位 置付 け

るこ とに よって、地学や課題 学習 の素材 と して利 用 し、 さらに発 展 させ るこ と

がで きる。筆者 は、す でに高校 理数科 の課題 学習や授 業 にお いて、 この方法 を

使用 して指導 してい る。短 時間 の作業 で レプ リカ を作 り、数 時間後 には顕微鏡

で見事 な六角板 を観 察 で きるこ とに、生徒 た ち も強 い興 味 を示 した。
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